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]我が国の産業競争力の強化
東日本大震災は、我が国の経済を支える産業活動に対し、直接的被害に加え、電力不足、サプラ
イチェーンの寸断等による間接的影響など、被災地のみならず全国規模で、極めて深刻な影響をも
たらした。我が国として、震災からの復興、再生を遂げるために、産業活動の活性化が不可欠であ
り、民間企業の研究開発能力と生産能力の再生に向けて、官民一体で取り組む必要がある。アジア
を中心として新興国の存在感が高まる中、我が国が持続的な成長を遂げていくためには、国際競争
力を有し、我が国の経済成長を支える産業を強化するとともに、新たな付加価値を獲得できる分野
を創出、育成し、アジア、さらには世界との連携を強化していくことが重要である。こうした観点
から、我が国におけるものづくりを更に強化しつつ、新たな産業基盤の創出に向けて、多くの産業
に共通する波及効果の高い基盤的な領域において、世界最高水準の研究開発を推進し、産業競争力
の一層の強化を図っていく必要がある。
このため、国として、具体的には以下に掲げる重要課題を設定し、大学や公的研究機関、産業界
との連携、協力の下、これらに対応した研究開発等の関連施策を重点的に推進する。
Þ）産業競争力の強化に向けた共通基盤の強化
付加価値率や市場占有率が高く、今後の成長が見込まれ、我が国が国際競争力のある技術を
数多く有している先端材料や部材の開発及び活用に必要な基盤技術、高機能電子デバイスや情
報通信の利用、活用を支える基盤技術など、革新的な共通基盤技術に関する研究開発を推進す
るとともに、これらの技術の適切なオープン化戦略を促進する。
また、多様な市場のニーズに対応できるよう、計測分析技術や精密加工技術、組込みシステ
ム開発技術の高度化、要素技術の統合化、性能や安全性に関する評価手法の確立、さらには材
料、部材、装置等のハードとソフトの連携に関する研究開発を促進し、新たなものづくり技術
の共通基盤を構築する。

ß）我が国の強みを活かした新たな産業基盤の創出
機械や自動車、電機等の最終製品の国際競争が激化する中、新たな付加価値の創出に向けて、
次世代交通システム、スマートグリッド等の統合的システムの構築や、保守、運用までも含め
た一体的なサービスの提供に向けた研究開発を、実証実験や国際標準化と併せて推進するとと
もに、これらの海外展開を促進する。
また、我が国のサービス産業の生産性の向上に向けて、科学技術を有効に活用するための研
究開発等の取組を推進する。さらに、新産業の創出とともに、経済社会システム全体の効率化
を目指し、次世代の情報通信ネットワークの構築、信頼性の高いクラウドコンピューティング
の実現に向けた情報通信技術に関する研究開発を推進し、これらの幅広い領域での利用、活用
を促進する。

^地球規模の問題解決への貢献
我が国は、これまでの振興策により、世界的にも高い科学技術水準を有する国となった。今後は、
成熟した国として、我が国自らの科学技術の更なる発展を目指すばかりでなく、諸外国との協調と
協力の下、これらの科学技術を積極的に活用し、地球規模で発生する様々な問題の解決に積極的に
貢献する必要がある。
このため、国として、具体的には以下に掲げる重要課題を設定し、大学や公的研究機関、産業界、
さらには諸外国や国際機関との連携、協力の下、これらに対応した研究開発等の関連施策を重点的
に推進する。
Þ）地球規模問題への対応促進
大規模な気候変動等に関して、国際協調と協力の下、全球での観測や予測、影響評価を推進
するとともに、これに伴い発生する大規模な自然災害等の対策に関する研究開発を推進する。
生物多様性の保全に向けて、生態系に関する調査や観測、外的要因による影響評価、その保全、
再生に関する研究開発を推進する。
また、資源やエネルギーの安定供給に向けて、新たな資源、エネルギーの探査や循環的な利
用、代替資源の創出に関する研究開発を推進する。

さらに、新興・再興感染症に関する病原体の把握、予防、診断、治療に関する研究開発を推
進する。
これらの研究開発の推進と併せて、得られた成果の国内外への普及と展開を促進するととも
に、課題への対応に向けた国際社会の合意形成を先導する。

_国家存立の基盤の保持
我が国が国際的な優位性を保持し、安全な国民生活を実現していくためには、国自らが長期的視
点に立って、継続的に、広範囲かつ長期間にわたって研究開発を推進し、成果を蓄積していくべき
研究開発課題がある。このような研究開発課題については、国として、国家存立の基盤に関わる研
究開発と位置付けて強力に推進する。なお、その際には、国家存立基盤を広く捉え、安全保障に加
え、科学技術における新領域開拓に向けた独自の科学技術基盤構築のための研究開発の推進を含む
ものとする。
このため、国として、具体的には以下に掲げる重要課題を設定し、これらに対応した研究開発を
重点的に推進する。その際、宇宙基本計画や海洋基本計画、エネルギー基本計画、原子力政策大綱
など、他の計画等に基づく推進との整合性に配慮する。
Þ）国家安全保障・基幹技術の強化
有用資源の開発や確保に向けた海洋探査及び開発技術、情報収集や通信をはじめ国の安全保
障や安全な国民生活の実現等にもつながる宇宙輸送や衛星開発及び利用に関する技術、地震や
津波等の早期検知に向けた陸域、海域における稠密観測、監視、災害情報伝達に関する技術、
独自のエネルギー源確保のための新たなエネルギーに関する技術、世界最高水準のハイパ
フォーマンスコンピューティング技術、地理空間情報に関する技術、更に能動的で信頼性の高
い（ディペンダブルな）情報セキュリティに関する技術の研究開発を推進する。
また、原子力に係る安全、防災に関する技術、核不拡散及び核セキュリティに関する技術等
の研究開発を大幅に強化する一方、高速増殖炉サイクル等の原子力に関する技術の研究開発に
ついては、我が国のエネルギー政策や原子力政策の方向性を見据えつつ、実施する。核融合の
研究開発については、エネルギー政策や原子力政策と整合性を図りつつ、同時に、その技術の
特性、研究開発の段階、国際約束等を踏まえ、これを推進する。
さらに、海洋、宇宙、情報（サイバー）、原子力に関する技術など、極めて高度、かつ複雑

な技術システムに事故あるいはトラブルが発生した場合の国としての対応や、人々の生活の安
全に資する研究開発等を促進する。

ß）新フロンティア開拓のための科学技術基盤の構築
物質、生命、海洋、地球、宇宙それぞれに関する統合的な理解、解明など、新たな知のフロ
ンティアの開拓に向けた科学技術基盤を構築するため、理論研究や実験研究、調査観測、解析
等の研究開発を推進する。

`科学技術の共通基盤の充実、強化
我が国及び世界が直面する様々な課題への対応に向けて、科学技術に関する研究開発を効果的、
効率的に推進していくためには、複数の領域に横断的に用いられる科学技術の研究開発を推進する
必要がある。また、広範かつ多様な研究開発に活用される共通的、基盤的な施設や設備について、
より一層の充実、強化を図るとともに、相互のネットワーク化を促進していく必要がある。
このため、国として、具体的には以下に掲げる重要課題を設定し、これらに対応した研究開発等
の関連施策を重点的に推進する。
Þ）領域横断的な科学技術の強化

先端計測及び解析技術等の発展につながるナノテクノロジーや光・量子科学技術、シミュ
レーションやｅ`サイエンス等の高度情報通信技術、数理科学、システム科学技術など、複数
領域に横断的に活用することが可能な科学技術や融合領域の科学技術に関する研究開発を推進
する。
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